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購
読
の
申
し
込
み

国内鋼道路橋

4
―
12
月
受
注
半
減

4
―
12
月
受
注
半
減

9.2
万
㌧

19
年
度
底
に
回
復
か

ＪＦＥエンジ
ご
み
処
理
施
設
の
基
幹
改
良

19
年
度
内
で
3
件
受
注

水晶デバイス
企業子会社化
4月、非石炭シフト推進

三
井
松
島
Ｈ
Ｄ

「
品
質
管
理
を
徹
底
」

関
東
鉄
源
協
茨
城
会
が
会
合

買
収
防
衛
策
、

満
期
で
廃
止
へ

英
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

豊
通
が
出
資
、業
務
提
携

新
型
コ
ロ
ナ

高
知
で
感
染
確
認

勤
務
者
に
措
置
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国
内
鋼
道
路
橋
の
発
注

の
端
境
期
と
な
り
、
日
本

橋
梁
建
設
協
会
会
員
31
社

の
2
0
1
9
年
4
―
12
月

の
受
注
量
が
前
年
同
期
比

51
・
3
％
減
の
9
万
2
1

6
1
㌧
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
こ
れ
ま
で
19
年
度
の

受
注
量
は
15
万
㌧
程
度
を

想
定
し
て
き
た
が
、
そ
の

レ
ベ
ル
も
維
持
す
る
の
も

厳
し
い
水
準
と
な
っ
た
。

協
会
で
は
東
京
五
輪
前
の

発
注
や
道
路
仕
様
書
の
改

訂
な
ど
が
重
な
り
、
発
注

量
が
端
境
期
と
な
っ
た
と

要
因
を
分
析
。
19
年
度
を

ボ
ト
ム
に
回
復
に
向
か
う

可
能
性
を
示
す
。

会
員
の
工
場
稼
働
な
ど

を
考
え
る
と
、
受
注
量
が

「
20
万
㌧
で
も
採
算
確
保

が
難
し
い
レ
ベ
ル
」（
フ
ァ

ブ
幹
部
）
と
し
、
さ
ら
に

減
少
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

に
危
機
感
を
抱
く
。
19
年

度
は
国
土
交
通
省
や
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
案
件
の
発
注
が
端

境
期
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ

が
、
20
年
度
に
つ
い
て
年

度
前
半
は
同
様
の
水
準
で

推
移
す
る
と
し
て
、
年
間

15
万
㌧
程
度
と
な
る
の
で

は
と
の
見
方
も
出
て
い

る
。鋼

道
路
橋
の
受
注
は
95

年
度
に
約
86
万
㌧
だ
っ
た

が
、
こ
の
25
年
間
は
公
共

予
算
の
削
減
も
あ
り
、
長

期
的
な
減
少
傾
向
で
推
移

し
て
き
た
。
05
年
度
に
は

約
25
万
㌧
に
減
少
し
た

が
、
翌
06
年
度
に
は
52
万

㌧
へ
と
急
回
復
す
る
な
ど

増
減
を
繰
り
返
し
て
き
た

が
、
14
―
18
年
度
は
20
万

㌧
前
後
と
な
っ
て
い
た
。

新
設
橋
梁
の
受
注
が
減

少
し
て
い
る
一
方
で
、
保

全
・
補
修
工
事
で
の
受
注

割
合
は
増
え
て
い
る
。
協

会
の
統
計
に
よ
る
と
、
4

―
12
月
の
受
注
金
額
に
占

め
る
橋
梁
の
保
全
比
率
は

33
・
6
％
と
前
年
同
期
比

で
18
・
6
㌽
上
昇
し
た
。

予
算
が
限
ら
れ
て
い
る
な

か
で
、
保
全
へ
の
シ
フ
ト

が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

19
年
度
の
よ
う
な
新
設

橋
梁
発
注
の
大
幅
減
少
は

橋
梁
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー

個
社
の
問
題
で
は
な
く
、

橋
梁
業
界
全
体
に
と
っ
て

も
大
き
な
問
題
と
な
り
う

る
。
橋
建
協
で
は
工
場
操

業
の
平
準
化
に
向
け
て
、

関
係
機
関
な
ど
安
定
的
な

発
注
を
求
め
て
い
る
が
、

「
中
長
期
的
に
発
注
量
を

示
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

会
員
は
対
策
を
と
る
こ
と

が
で
き
る
」（
協
会
関
係

者
）。急
激
な
発
注
の
山
谷

は
、
製
造
業
的
な
側
面
の

あ
る
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー

の
コ
ス
ト
負
担
が
増
大
す

る
結
果
と
な
り
、
品
質
の

安
定
化
、
人
材
確
保
な
ど

に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
。
安
定
発
注
の
確
保

は
、
長
期
的
な
視
野
で
の

業
界
の
在
り
方
を
考
え
る

た
め
の
大
前
提
と
い
え

る
。

群
馬
県
の
有
力
鋼
材
流
通
、

東
群
鋼
材
（
本
社
＝
群
馬
県
佐

波
郡
玉
村
町
、荒
井
大
祐
社
長
）

は
2
月
に
動
画
共
有
サ
イ
ト

「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
鉄
骨
情

報
配
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し

た
。
自
社
の
紹
介
に
加
え
、
フ

ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
の
工
場
や
現

場
な
ど
鉄
骨
に
関
わ
る
情
報
を

配
信
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
同

社
の
営
業
社
員
で
あ
る
唐
沢
直

也
さ
ん
と
小
暮
修
人
さ
ん
が
ユ

ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
活
動

し
、
Ｍ
Ｃ
を
務
め
る
。
動
画
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
。
き
ょ
う

10
日
に
は
第
3
弾
の
動
画
を
公

開
す
る
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
の

名
称
は
唐
沢
さ
ん
が
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ａ
、
小
暮
さ
ん
が
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
。

鉄
骨
情
報
配
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

昨
夏
頃
か
ら
構
想
を
練
り
、
二

人
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

た
。更

新
頻
度
は
1
カ
月
に
1
―

2
回
を
予
定
。「
近
年
は
お
客
様

の
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
で
も
人

手
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
当
社

も
含
め
、
求
人
を
出
し
て
も
応

募
が
な
か
な
か
こ
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
る
」（
小
暮
さ
ん
）
と

し
、
若
年
層
に
仕
事
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
双
方
の
業
界
活

性
化
の
一
助
と
す
る
た
め
配
信

を
始
め
た
。

フ
ァ
ブ
な

ど
に
直
接
行

く
ユ
ー
チ
ュ

ー
バ
ー
は

「
誰
も
い
な

か
っ
た
」（
唐

沢
さ
ん
）
こ

と
も
始
め
た

理
由
の
一
つ

で
「
若
い
人

た
ち
の
間
で

は
溶
接
な
ど

技
術
職
の
認

知
が
低
下
し

て
い
る
。
こ

う
し
た
技
術
的
な
内
容
も
紹
介

し
て
い
き
た
い
」（
小
暮
さ
ん
）

と
い
う
。

2
月
に
公
開
し
た
第
1
弾
・

第
2
弾
の
動
画
は
、
東
群
鋼
材

の
各
倉
庫
や
加
工
工
場
、
本
社

ヤ
ー
ド
、
在
庫
セ
ン
タ
ー
、
玉

村
北
工
場
を
紹
介
し
た
。
第
3

弾
は
き
ょ
う
公
開
予
定
。
第
4

弾
以
降
に
は
二
人
が
フ
ァ
ブ
へ

と
実
際
に
訪
れ
、
社
風
や
経
営

方
針
な
ど
に
も
焦
点
を
当
て
つ

つ
、動
画
内
で
紹
介
し
て
い
く
。

唐
沢
さ
ん
は
か
つ
て
日
本
フ

ァ
ブ
テ
ッ
ク
で
工
務
に
従
事

し
、
現
在
は
東
群
鋼
材
の
営
業

お
よ
び
鉄
骨
製
作
請
負
な
ど
を

担
当
す
る
。
小
暮
さ
ん
は
営
業

の
傍
ら
、
人
事
も
務
め
る
。
直

近
で
は
実
際
に
動
画
を
見
た
と

い
う
人
が
面
接
に
来
る
よ
う
に

な
り
、
自
社
の
採
用
活
動
へ
の

効
果
も
さ
っ
そ
く
出
始
め
て
い

る
と
い
う
。
現
在
は
近
隣
の
フ

ァ
ブ
の
撮
影
許
可
も
下
り
て
お

り
、
依
頼
が
あ
れ
ば
「
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
行
き
た
い
」（
唐

沢
さ
ん
）
方
針
。

二
人
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も

業
界
の
ア
ピ
ー
ル
に

注
力
し
て
お
り
、
フ

ォ
ロ
ワ
ー
数
も
順
調

に
伸
ば
し
て
い
る
。

若
年
層
の
利
用
者
が

多
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画

共
有
サ
イ
ト
を
活
用

し
、
営
業
面
の
効
果

を
見
込
み
つ
つ
、
業

界
の
発
展
や
知
名
度

向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
考
え
だ
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
本
社
＝
東
京
都
千

代
田
区
、
大
下
元
社
長
）

は
9
日
、
ご
み
処
理
プ
ラ

ン
ト
の
基
幹
改
良
工
事
を

2
0
1
9
年
度
内
で
3
件

受
注
し
た
と
発
表
し
た
。

沼
上
清
掃
工
場
（
静
岡
県

静
岡
市
）、浮
島
処
理
セ
ン

タ
ー
（
神
奈
川
県
川
崎

市
）、く
り
ー
ん
プ
ラ
ザ
・

龍
（
茨
城
県
龍
ケ
崎
地
方

塵
芥
処
理
組
合
）
で
、
受

注
金
額
は
3
件
合
計
で
約

2
0
0
億
円
。
環
境
省
交

付
金
を
使
っ
た
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
基
幹
改
良
工
事

は
同
社
と
し
て
初
め
て
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、

全
国
で
約
1
1
0
0
施
設

が
稼
動
し
て
い
る
が
、
う

ち
約
7
割
は
稼
動
後
15
年

が
経
過
し
て
い
る
。
近
年

で
は
施
設
の
耐
用
年
数
は

40
―
50
年
と
な
っ
て
お

り
、
稼
働
後
20
年
前
後
で

大
規
模
な
基
幹
改
良
工
事

を
行
う
の
が
一
般
的
と
い

う
。同

社
で
は
施
設
の
現
況

・
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
施
設

主
要
機
器
の
更
新
・
改
造

を
行
っ
て
き
た
。
具
体
的

に
は
タ
ー
ビ
ン
の
更
新
に

よ
る
発
電
効
率
の
向
上

や
、
送
風
機
の
イ
ン
バ
ー

タ
ー
導
入
に
よ
る
効
率
化

な
ど
を
行
い
、
省
エ
ネ
化

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削

減
に
加
え
、
施
設
の
長
寿

命
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
貢

献
す
る
。

公
共
資
産
の
有
効
活
用

が
社
会
ニ
ー
ズ
と
し
て
高

ま
る
中
、
近
年
で
は
単
な

る
施
設
の
改
修
の
ほ
か
、

先
進
技
術
の
導
入
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
ご
み
処
理

施
設
の
位
置
づ
け
も
重
要

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

三
井
松
島
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
6
日
、
電
子
通

信
機
器
の
回
路
制
御
用
水

晶
デ
バ
イ
ス
を
手
掛
け
る

三
生
電
子
の
全
株
を
4
月

1
日
付
で
取
得
し
、
子
会

社
化
す
る
と
発
表
し
た
。

取
得
価
額
は
明
か
し
て
い

な
い
。
非
石
炭
へ
の
事
業

シ
フ
ト
の
一
環
と
し
て
多

角
化
を
進
め
る
。

子
会
社
化
後
も
三
生
電

子
は
内
野
正
社
長
が
引
き

続
き
率
い
、
従
業
員
と
の

雇
用
条
件
、
取
引
先
と
の

関
係
な
ど
は
現
状
を
尊

重
、
継
続
す
る
。
三
井
松

島
は
取
締
役
、
監
査
役
を

派
遣
す
る
。

1
9
6
3
年
設
立
の
三

生
電
子
は
資
本
金
5
0
0

0
万
円
。
19
年
3
月
期
は

売
上
高
27
億
9
3
0
0
万

円
、
経
常
利
益
1
億
5
5

0
0
万
円
だ
っ
た
。

関
東
鉄
源
協
同
組
合
茨

城
会
（
会
長
＝
大
塚
善
啓

・
潮
来
工
機
会
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
茨
城
県
神
栖
市

の
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ

ル
で
会
合
を
開
催
し
、
組

合
員
8
社
か
ら
12
人
が
出

席
し
た
。

大
塚
会
長
は
「
鉄
鋼
業

界
全
体
を
見
て
も
、
昨
年

来
厳
し
い
状
況
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
国
内
外
の
電

炉
メ
ー
カ
ー
に
原
料
を
供

給
す
る
わ
れ
わ
れ
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
業
者
は
、
よ
り
一

層
品
質
管
理
が
重
要
に
な

る
。
組
合
員
同
士
で
協
力

し
、
前
向
き
に
こ
う
し
た

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

同
会
は
組
合
員
各
社
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
、
普
通
鋼
電
炉
メ

ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

国
内
需
要
家
向
け
供
給
や

輸
出
向
け
で
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
品
質
管
理
を
徹
底
。

活
発
な
情
報
交
換
を
通
し

て
各
組
合
員
が
持
つ
強
み

を
さ
ら
に
生
か
す
べ
く
活

動
し
て
い
る
。

茨
城
会
は
年
1
回
の
ペ

ー
ス
で
会
合
を
実
施
し
て

い
る
。

茨
城
会
の
メ

ン
バ
ー
は
次
の

8
社
。

▽
越
路
金

属
、田
口
金
属
、

ク
リ
ー
ン
テ
ッ

ク
シ
オ
ガ
イ
、

フ
ジ
メ
タ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
、
や

ま
た
け
、
エ
ヌ

・
ケ
ー
商
会
、

栄
興
業
、
潮
来

工
機

三
井
松
島
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
6
日
の
取
締
役

会
で
、
買
収
防
衛
策
が
6

月
の
総
会
日
付
で
有
効
期

間
満
了
を
迎
え
る
の
を
受

け
、
廃
止
を
決
め
た
と
発

表
し
た
。

豊
田
通
商
は
9
日
、
英

国
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
ウ
ェ
ア
・
イ
ズ
・
マ
イ

・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
（
Ｗ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
社
）
に
、
シ
リ
ー

ズ
Ａ
資
金
調
達
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
出
資
し
、
業
務

提
携
を
結
ん
だ
と
発
表
し

た
。
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
市
を
拠
点

に
新
興
国
39
都
市
で
公
共

交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
事
業
を
展
開
す
る

同
社
と
業
務
提
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
興
国
に
お

け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ

ス
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
領
域
の
事

業
開
発
の
推
進
を
図
る
。

ア
フ
リ
カ
地
域
の
新
興

国
な
ど
で
は
公
共
交
通
機

関
が
未
発
達
で
、
多
く
の

人
々
が
、
パ
ラ
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
個
人
事

業
者
が
運
行
す
る
ミ
ニ
バ

ス
な
ど
の
補
助
的
な
公
共

交
通
に
頼
り
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
交

通
は
行
政
機
関
で
も
実
態

の
把
握
が
難
し
く
、
都
市

全
体
に
お
け
る
移
動
効
率

の
低
下
や
安
全
性
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｔ
社
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
独

自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
パ

ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
含
む

全
て
の
公
共
交
通
に
関
す

る
ル
ー
ト
や
運
賃
な
ど
の

交
通
デ
ー
タ
を
収
集
・
見

え
る
化
し
、
新
興
国
特
有

の
交
通
環
境
に
対
応
し
た

公
共
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
提

供
が
可
能
で
、
同
社
の
デ

ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
、
一
日
当
た
り
約
18
万

6
0
0
0
㌔
㍍
相
当
の
交

通
ル
ー
ト
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
約
1
0
0
0

万
人
の
利
用
者
の
移
動
を

支
援
。
新
興
国
に
特
化
し

た
交
通
統
合
デ
ー
タ
・
機

能
構
築
に
よ
る
、
交
通
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
改
善

や
安
全
で
効
率
的
な
移
動

サ
ー
ビ
ス
の
発
展
や
社
会

課
題
の
解
決
を
促
進
し
て

い
る
。

豊
田
通
商
は
今
回
の
出

資
に
よ
り
、
W
I
M
T
社

が
提
供
す
る
公
共
交
通
デ

ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業
の
開
発
支
援
お
よ
び

豊
田
通
商
が
持
つ
事
業
ノ

ウ
ハ
ウ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
新
興
国
へ
の
さ
ら
な

る
展
開
を
加
速
す
る
。

3
月
6
日
に
高
知
県
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
確
認
さ
れ
た
岡
山

県
倉
敷
市
在
住
の
60
代
男

性
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

西
日
本
製
鉄
所
（
倉
敷
地

区
）
構
内
に
勤
務
す
る
グ

ル
ー
プ
会
社
の
社
員
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

男
性
へ
の
感
染
経
路
は

明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
県
外
で
確
認
さ
れ
た

事
例
だ
っ
た
が
、
倉
敷
地

区
で
は
6
日
ま
で
に
、
濃

厚
接
触
者
ら
の
自
宅
待
機

な
ど
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
の
措
置
を
取
っ
た
。
男

性
は
事
務
仕
事
中
心
の
た

め
、
製
造
ラ
イ
ン
に
直
接

影
響
は
な
い
も
の
と
み
ら

れ
る
。

岡
山
県
に
よ
る
と
、
構

内
に
勤
務
す
る
職
場
の
同

僚
は
57
人
で
、
全
員
が
自

宅
待
機
を
し
て
い
る
。
濃

厚
接
触
者
25
人
は
6
日
か

ら
出
勤
を
控
え
、
残
る
32

人
も
6
日
の
出
勤
後
、
す

ぐ
に
自
宅
待
機
に
入
っ

た
。
濃
厚
接
触
者
の
1
人

に
発
熱
な
ど
の
症
状
が
表

れ
た
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
（
遺
伝

子
）
検
査
の
結
果
は
陰
性

だ
っ
た
。
8
日
午
後
の
時

点
で
、
ほ
か
に
症
状
の
あ

る
職
場
関
係
者
は
出
て
い

な
い
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
濃
厚
接
触
者

の
自
宅
待
機
を
11
日
ま
で

継
続
す
る
。
そ
の
ほ
か
の

人
員
に
つ
い
て
は
、
保
健

所
と
相
談
し
待
機
期
間
を

決
め
る
と
い
う
。

国
内
で
の
感
染
事
例
の

増
加
を
受
け
、関
連
会
社
、

協
力
会
社
を
含
め
多
数
が

勤
務
す
る
倉
敷
地
区
で

も
、
手
洗
い
・
う
が
い
の

励
行
や
マ
ス
ク
着
用
、
体

温
測
定
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
場
合
に
は
担
当

部
署
へ
の
報
告
を
徹
底
す

る
な
ど
、
可
能
な
限
り
の

感
染
対
策
を
行
っ
て
き

た
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
で
は
引
き
続

き
、「
保
健
所
か
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
感
染
防

止
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
」（
広
報
担
当
者
）
考
え

だ
。

2-1.鉄鋼需要動向（普通鋼/製造業⑤産業機械,⑥電気機械）
⑤産業機械
19年度 :
・内外経済の鈍化や自然災害を背景に下期から失速している。
・工作機械は、内需は省力化投資は底堅く推移も、中国向けを中心に外
需が減少している。

・建設機械は中国経済の資源需要減少により、主な資源供給国であるア
ジア・豪州での建機需要が減少している。加えて、台風の影響で生産
の一部を中止したメーカーもあり、生産は前年比減少を見込む。

・以上から、鋼材消費は前年度を下回る見込み。
20年度 :
・工作機械では、半導体製造装置など一部で回復が予想されるも、先行
き不透明感は拭いきれず、全体を押し上げるまでには至らない。

・建設機械はアジア向けに加え、北米向けが減少するとの予想から、前
年割れが続くとみられる。

・以上を受け、鋼材消費は減少の見通し。

⑥電気機械
19年度 :
・産電・通信は、スマホ減速も法人向けPC買い替えが進み増加。
・一方重電は、外需を中心に設備投資の停滞により減少。家電は、昨年
度高水準の反動により減少を見込む
・以上から、鋼材消費は前年度を下回る見込み。

20年度 :
・重電は、産業用汎用機器を中心に底打ちの兆しが期待されるも自動車
・産業機械の減速による設備投資に停滞が予測されるため横ばい見通
し。
・家電は高水準ながら前年度横這い。
・産電・通信は、法人向けPCの買い替え需要が一巡するものの、労働
力不足を補う省力化投資等の需要が引き続き見込まれる。
・鋼材消費は前年度横ばいとなる見通し。

新型コロナウイルスの感染拡大防止策

期間

当面の間

・社外者を招く会議や工場見学の延期
・会議・打合せは最小限に絞り、参加者を限定の上、マスクを着用
・職場内・社外との懇親会・会食の延期または中止

・出張基本方針＝国内外問わず必要な出張を厳しく判断し、最小
限に留める（①中国出張は原則中止し、中国以外の海外出張も、
状況を見極め慎重に検討②不要不急の来客は面会せず、TV会議
等の代替手段で対応③セミナー等の出張の延期・中止④出張する
場合でも業務用車の利用推奨）
・体温測定（異常あれば上長に報告）
・手洗い・うがい・咳エチケットの徹底
・外出時のマスク着用
・不特定多数の方と接触する場所の回避

3月2日～13日
まで

・拠点間の会議はTV電話、Web会議を活用
・社外との会議、打ち合わせは延期・中止を検討し、やむを得ず
必要な場合は、マスクの着用、入退室時のアルコール消毒、対人
距離の確保などの感染予防を徹底する
・会合、イベント等の開催、参加は社内外を問わず原則見合わせ
・海外出張：原則禁止
・国内出張：原則禁止だが、所属長が指示する場合はこの限りで
はない

当面の間

・多数（めど：20人程度）が出席する社内会議・研修等は原則禁
止。やむを得ず開催する場合は、TV・WEB会議を利用して出席
者が分散するよう調整
・社外との会議など各種打ち合わせは、感染予防のため、事前に実
施方法（相互にマスク着用や可能な範囲での対人距離の確保等）や
実施時期（中止・延期を含め）等を先方と相談・確認した上で実施
・当社主催の行事および懇親会については、社内外を問わず原則
見合わせ（人事異動に伴う歓送迎会等も原則禁止）
・工場見学の受け入れは、新規の受付は当面停止。受け入れ許可
済みの案件については中止・延期を含め、先方と相談
・出張（国内・海外ともに）は原則禁止

当面の間

・社内会議は原則Web会議とする
・不要不急の大勢の人が集まる行事等への参加は控える
・当面、集団での懇親会等は控える
・不急の出張は見合わせる
・通勤時、外出時はマスク着用
・同一部署内で濃厚接触者が発生しないよう席次等を工夫し配置

感染拡大の状況
の経過を見て判
断

・社内・社外ともに不要不急な会議・会食などは延期または中止
する
・国内・海外ともに不要不急な出張は延期または中止する
・全従業員に対する出社前の検温実施、出社制限（37.5℃以上発
熱の場合）
・食堂利用時間の調整
・来訪制限（37.5℃以上発熱者、2週間以内の中国への渡航歴の
ある方の入場制限）

3月2日より、鎮
静するまでの当
分の間

・会議、会合は各自感染対策を施したうえで、最小、最短時間と
する
・不急の出張は見合わせるとともに訪問先の体制にあわせる
・来客には感染予防策を明示し協力を求める

当面の間実施
以降状況に応じ
て判断

・遠方から集まる会議は延期、あるいはＴＶ会議で対応
・不要不急の公共交通機関での出張は原則中止。必要な場合は、
交通手段等を考慮し、感染予防を整えて実施
・手洗い・うがい、マスクの着用
・感染が疑われる場合や同居家族発生時の対応

3月2日から収束
まで、在宅勤務
は3月2日から春
休みに入るまで

・会議出席者の限定・分散開催、会食・宴会の原則禁止、発熱者等
および濃厚接触者の自宅待機、不急の大規模集会等への参加自粛
・不急の国内外出張の自粛、中国への出張の原則禁止、武漢等へ
の出張禁止

・不急、重要性の低い会合、講習、講演会など人が密集するよう
な場所に行くことは極力避ける
・ＷＥＢ会議で済ませられる打ち合わせは本社－支店等の社内間
であってもZOOMなどの対応を行う
・海外出張は禁止。国内出張であっても不急かつ優先度の低いも
のについては可能な範囲で先送りとする

3月2日より3月
31日まで

・不要不急の会議・会合・研修・セミナーへの参加は原則自粛
・国内出張は見合わせていないが、都度相談で対処
・3月2日より3月31日まで自家用車での通勤も認めている

3月2日～15日ま
で。3月16日以
降は状況を見て
別途指示

・不急の会議・会食等は全て自粛（延期または中止）
・不急の出張は見合わせる
・客先からの要求により対応

3月2日から15日
まで

・留意（不急の会議・会合・出張・研修・イベントなどの開催や
不急の会食は原則として自粛など）を呼びかける示達発信

・風邪の症状あれば出勤自粛（会社報告）
・毎日の検温（風邪の場合）記録
・家族や同居者もこれに準じる（会社に報告）

対象と勤務体制

全従業員
①電車通勤者の時差出勤（満
員電車を回避）
②時差休憩の実施による食堂
利用時間帯の分散
③在宅勤務の利用対象者拡大
を検討中

当社全社員（約500人）が対象
（派遣社員は対象外）
本社、営業所勤務者＝フレッ
クスタイムのコアタイムを撤
廃し、時差出勤を奨励

全社員 約820人
時差出勤（スタッフ系職場は
フレックスタイム制度の活
用、技能系職場は上長による
勤務調整）

グループ会社含む全社員・派
遣社員約1,000人
フレックス制度の範囲内で時
差出勤、在宅勤務を推進

公共交通機関を利用し通勤す
る社員
時差通勤

社員、派遣社員全員
通常の勤務体制

全社員
在宅テレワーク勤務を推奨
時差出勤

全社員約700人
時差勤務制度の拡充、育児事
由のある社員に対する在宅勤
務

本社勤務社員
フレックス勤務(時差出勤退
社)を試験的に開始

東京地区居住者約40人
時差出勤にて対応

社員87人+派遣社員6人
時差通勤を認める示達発信

企業名

愛知製鋼

日本コークス工業

日鉄鋼板

ＪＦＥ建材

杉田製線

葛飾精鋼

綿半ホールディン
グス

岡谷鋼機

UEX

共永興業

野村鋼機

日豊産業

営業社員がユーチューバーに

動
画
第
3
弾
、き
ょ
う
公
開

東群鋼材、鉄骨情報配信チャンネル開設

左が小暮さん（GURE）、右が唐沢さん（KARA）

動画の一場面

関
東
鉄
源
茨
城
会
メ
ン
バ
ー
（
後
列
右

か
ら
3
人
目
が
大
塚
会
長
）


